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を実施した。 1800 人を対象とし暫定的な回収率は 65%である。 2013 年度までに、仙
台市と、仙台市北部に隣接する郡部での社会調査を実施しており、それと比較でき






















       表１  2015 仙台調査（３月実施）  
 
 母集団     仙台市の 20 歳以上の男女                       
 標本数     1800 人                                       
 有効回収数   （ 3/15 現在の暫定数） 1194 人  回収率 65％               
 回収期間    2015 年 3 月 5 日から 2015 年 3 月 30 日              
 回収法     留め置き調査法   学生が訪問して回収  一部は郵送回収    
 標本抽出法   無作為抽出法  エリアサンプリング（確率比例 3 段抽出法）   











票については、『行動科学と計量社会学 立教大学社会学部社会学科村瀬ゼミ 2014 年度報告書』の巻末資料とし




















研究【経過・成果】の概要 つづき  
 
 
       表２  2014 東京調査（ 11 月実施、文科省科学研究費による）  
 
 母集団     東京都の 20 歳以上の男女                       
 標本数     1500 人                                       
 有効回収数    773 人  回収率 52％                            
 回収期間    2014 年 11 月 6 日から 12 月 31 日  
 回収法     留め置き調査法   学生が訪問して回収  一部は郵送回収  
 標本抽出法   無作為抽出法  エリアサンプリング（確率比例 3 段抽出法）   
   人口分布にもとづき 50 地点を抽出、調査員が各地点にて    
   30 の家を選び家のポストに調査票を配布                    




 次 年 度 に 予 定 し て い る 福 島 市 に お け る 社 会 調 査 に つ い て は 、福 島 大 学 の 社 会 学 者 と
連 絡 を 取 り つ つ 、以 下 の よ う に 計 画 し て い る 。一 部 の 質 問 は 入 れ 替 え る が 、こ れ ま で
の 調 査 と ほ ぼ 同 じ 質 問 項 目 を 用 い て 、 比 較 し つ つ 分 析 で き る よ う に 計 画 し て い る 。  
 
       表３  2015 福島調査（６月実施予定）  
 
 母集団     福島市の 20 歳以上の男女       
 標本数     2100 人                       
 有効回収数               
  回収期間    2015 年 6 月 5 日から 2015 年 6 月 30 日           
 回収法     留め置き調査法   学生が訪問して回収  一部は郵送回収    
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